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1.1.1.1.    はじめにはじめにはじめにはじめに

近年、地方都市における郊外立地型の大規模商業

施設（複合型ショッピングセンター）の増加、外資

系商業施設の日本への進出などにより、消費者の買

物環境は大きく変化し、消費者が個人の生活スタイ

ルに応じた商業施設を選択できるようにってきた。

このことから、商業施設では幅広い客層を獲得する

ための経営戦略を策定することが重要な課題となっ

ている。そこで本研究では、徳島市において、平成

12 年 10 月に実施した消費者に対する｢買物アンケ

ート調査｣の結果から、徳島市内および周辺地域にお

ける買物行動の実態を把握する。さらに、消費者個

人の日常生活におけるライフスタイルを明らかし、

消費者をグループ化することによって、各々のグル

ープと買物行動、および商業施設の評価との関係に

ついて考察を行なう。

2.2.2.2.    アンケート調査の概要アンケート調査の概要アンケート調査の概要アンケート調査の概要

  徳島市は、人口約 260,000人、古くから関西方面

との四国の玄関口として発展した地方都市である。

近年、明石海峡大橋の開通により、大阪や神戸方面

へ消費者が流動し、ストロー現象が大きな問題とな

っている。このことから、徳島市およびその周辺地

域を研究対象として位置づけた。買物行動調査は徳

島市内で実施し、配布数は 450票、回収数は 407票

であり、回収率は 90.4 ％であった。

3.3.3.3.    品目別にみた商業施設形態の利用実態品目別にみた商業施設形態の利用実態品目別にみた商業施設形態の利用実態品目別にみた商業施設形態の利用実態

買物行動調査の結果から品目別にみた商業施設

の利用実態を明らかにした。複合型ショッピングセ

ンター、県外などでの消費割合を図－１に示す。
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図－1  品目別の商業施設利用実態

   

  図－１において、商業施設に着目すると、百貨店

や、県外の消費額の推移に他と異なった特徴が表れ

ている。また、品目別では、婦人服や紳士服、時計・

貴金属類に特徴が表れている。

４４４４....ライフスタイルによる消費者のグループ化と特徴ライフスタイルによる消費者のグループ化と特徴ライフスタイルによる消費者のグループ化と特徴ライフスタイルによる消費者のグループ化と特徴

ライフスタイルに関するアンケート調査の結果

から、消費者のグループ化を行なった。アンケート

の質問項目を表－１に、回答方法を表－２に示す。

表－１  ライフスタイルに関する質問項目

  

        

表－２  質問項目の回答方法

  質問方法は、表－１に示す態度や項目について、

消費者自身が（Ａ）、（Ｂ）どちらに近いと思うかを

それぞれの項目について、表－２に示す番号に１つ

○印を付けてもらった。この調査データを用いて行

なった、数量化理論Ⅲ類分析による結果から、消費

(A) (B)

a たくさんの情報から大事なものを選び出すことができる 大事な情報を選び出すのは苦手だ

b 自分の意見をしっかり持っている方だ 人の意見に流されやすい方だ

c 商品を選ぶとき地球環境によいものを選ぶ基準にしている 商品を選ぶとき地球環境はあまり考えない方だ

d 音楽や芸術に凝る方である 音楽や芸術には無頓着な方だ

e 人との交流では自分を積極的に主張する方だ 人との交際では自分を余り主張しない方だ

f 自然保護やボランティアに関心がある 自然保護やボランティアには余り関心がない

g 欲しいと思ったものがあれば多少高くても買う方である 欲しいと思ったものがあっても値段が高ければ我慢する

h どちらかというと派手なほうだと思う 質素・倹約を心掛けている

I 自分の趣味やライフワークがハッキリしている 自分の趣味やライフワークがハッキリしていない

j ファッションにはよく気を使う方だ どちらかというとファッションには無頓着な方だ

k 買い物をするときは価格よりも品質を重視する 買い物をするときは品質よりも価格を重視する方だ

l 衣服の衝動買いをよくする 衣服はほとんど定期的に買っている

m なにかを習うときは道具をいっぱい揃えるほうだ なにかを習うときに道具を揃えるのは後回しになる方だ

n レクリエーションではリーダーの役をすることが多い レクリエーションなどでは皆に追従する方だ

o これ以上物を増やすよりは旅行等の趣味にお金を使いたい 旅行等の無形の物よりは物にお金をかけたいと思う

Ａに近い ややＡに近い どちらとも言えない ややＢに近い Ｂに近い
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表－３  各軸における軸の解釈と累積寄与率

者を 5つのグループに分類した。分類に用いたデー

タは、表－３に示すような軸の解釈、累積寄与率を

もつ 5軸までのスコアである。各グループにおける

消費者の特徴を表－４に、買物先に特徴が表れやす

い「婦人服」、「紳士服」、「靴・カバン類」、「時計・

貴金属」の４品目における各グループの買物先の平

均値を図－２に示す。

表－４ 生活嗜好による

消費者グループの特徴

                     図－２ 消費者の生活嗜好を

                     加味した商業施設利用実態

図―２をみると百貨店の消費割合が特徴的とな

った。つまり、消費者のライフスタイルにより、商

業施設の利用形態に違いが表れることがわかった。

５５５５....    商業施設に必要なものの価値意識に基づく消費者商業施設に必要なものの価値意識に基づく消費者商業施設に必要なものの価値意識に基づく消費者商業施設に必要なものの価値意識に基づく消費者

のグループ化のグループ化のグループ化のグループ化とその特徴とその特徴とその特徴とその特徴

次に、商業施設に求めるものに関するアンケート

調査の結果から、消費者のグループ化を行なった。

アンケートの質問項目を表－５に、回答方法を表－

６に示す。

表－５  商業施設に求める   表―６  質問項目の

ものに関する質問項目             回答方法

  

  質問方法は、表－５に示す質問項目に、消費者が

｢婦人服や紳士服などファッション衣料｣を一番多く

購入した店舗について、個人の意見に近いところに

表－６に示す番号に１つ○印を付けて回答するよう

にした。前と同様、分析方法として数量化理論Ⅲ類

を用い、消費者を 5つのグループに分類した。分類

に用いたデータは、表－７に示すような軸の解釈、

累積寄与率をもつ 5軸までのスコアである。

表－７  各軸における軸の解釈と累積寄与率

各グループにおける消費者の特徴を表－８に、質問

項目である「婦人服」、「紳士服」の各グループの買

物先を図―３に示す。

表－８  商業施設に求め

ることを加味した消費者

グループの特徴

                      図－３ 商業施設に求める

                      ことを加味した商業施設

                      利用実態

図－３をみると商業施設に求める項目が多い消

費者ほど百貨店のような、サービスが充実している

商業施設に買物へ行っていることがわかる。

７７７７.  .  .  .  おわりにおわりにおわりにおわりに

今後、外資系商業施設が地方圏にも進出し、既存

の大規模商業施設は、顧客をどこまで維持できるか

が重要になり、また、地方都市における中心商店街

の活性化問題はますます深刻化すると思われる。こ

の問題に対しては、各商業施設が求める消費者層の

ライフスタイルや、消費者の商業施設に求めている

ものを把握し、それに応じた経営戦略の策定が必要

であると考えられる。

番号 質問項目 意見 得点
1 把握しやすさ そう思う 1
2 信頼性 どちらかといえばそう思う 2
3 顧客への応答性 どちらとも言えない 3
4 要求を実現する能力 あまりそう思わない 4
5 顧客の要求への配慮 そう思わない 5
6 信憑性（しんぴょうせい）
7 安全性
8 親密性
9 コミュニケーション
10 理解力

軸の解釈 累積寄与率
1軸 積極性や個性の強さ 0.21248
2軸 自己抑制度 0.34372
3軸 適応性や調和性 0.42380
4軸 質や見た目の重要性 0.49166
5軸 自己欲求度 0.55924

軸の解釈 累積寄与率
1軸 商業施設全体への要求 0.51088
2軸 接客への要求 0.60399
3軸 消費者への対応能力 0.67148
4軸 商品の理解度 0.73620
5軸 商業施設の接しやすさ 0.79215
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消費者の特徴

グループ１ 全ての軸において低い
グループ2 1軸は低く、3・5軸が高い
グループ3 3軸が高く、4軸が低い
グループ4 1・3・5軸が高い
グループ5 全ての軸において高い

消費者の特徴
グループ１ 1・3・4・5軸が低い
グループ2 2軸が低い
グループ3 各軸について偏りがない
グループ4 1軸が高い
グループ5 3・5軸が高い
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